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[ 1 ] 宇野弘蔵が r自由に処分し得る資金J (r[日原論J，152ページ)， r自由に利用し得られるいわ
















きを表示する J (K.II. S.107.岩(4).153ペー ジ).
「種々の事業における生産の発展に応じて，それ以下では個々の事業が競争不能になる資本投
下の標準最低限度が存するJ (K.II. S.261.岩(4).380ペー ジ).
等と述べて，産業資本が包摂した生産過程の技術的条件に規定された産業資本の「事業に必要な最








期 問 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 12 
生産資本 10 20 30 40 50 10 20 30 40 50 10 20 
商品資本 [50] [50J 


















期 間 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
生産資本 10 20 30 40 50 11 22 33 44 55 11 22 
荷品資本 [50J [55J 
貨幣資本 40 30 20 10 [50J 40 30 20 10 [55J 44 33 




































期 間 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
生産資本 10 20 30 40 50 10 20 30 40 50 10 20 
商品資本 [50J 50 [50J 50 
貨幣資本 50 40 30 20 10 [50J 40 30 20 10 [50J 40 
表4
流通期間が2期間の場合 (単位:ポンド)
期 間 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 12 
生産資本 10 20 30 40 50 10 20 30 40 50 10 20 
商品資本 [50J 50 50 [50J 50 50 
貨幣資本 60 50 40 30 20 10 [50J 40 30 20 10 [50J 




るJ (K. I， S.266，岩(4)，388ページ)ものであり，投下資本量は「流通過程に要する資本によってで
はなし流通過程中の労働過程に要する資本量によって決定せられるのであって，この流通期間に













































































期 間 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
生産資本 10 20 30 40 50 10 × 20 30 40 50 10 
商品資本 [50] 50 50 [50] 50 






期 間 l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 12 
生産資本 10 20 30 40 50 10 20 30 40 50 10 20 
商品資本 [50J 50 50 [50] 50 50 
貨幣資本 70 60 50 40 30 20 [50J 40 30 20 10 [50J 
貨幣資本









































































6)例示については，拙稿「資本の商品化の論理J(3). r経済研究年報J (東洋大学)，第19号， 1994年6月，を参照された
し、。
7)宇野が「資本が流通過程にあるということ自身カ九資本にとって不生産的なる費用」であるというのは，"<'ルクスが産業資
本を「剰余価値または剰余生産物の取得のみでなく，同時にその創造が資本の機能である資本の唯一の存在様式J (K. I， 























的な運動を資本家社会的に結合する役割を根拠づけることとなるJ (r二巻解説ふ 83ペー ジ)。
流通期間の聞に生産過程を継続するために投下される貨幣資本は，それが生産資本に転化される
までの期間，遊休するわけであるが，遊休の期間は流通期間の長きに応じて決定される。これらの
貨幣形態にある資本は生産過程に充用されることがないのであるから，この期間は，この資本の運
動に必要な貨幣の機能を留保されて流通資本としてあるわけである。それは「その資本の運動の内
容とは無関係にある資本J. 個別資本の生産手段，労働力，仕掛品，在庫商品の形態とは「無関係に
ある資本」として，一時的に資本としての貨幣の性格を停止し貨幣としての貨幣として存在するこ
とになる。
この期間の貨幣の機能はその資本の運動には一時的に不要なものなのである。資本家は，この一
定期間の貨幣機能を代価(利子)を得て譲渡することができるわけである。資本の運動中に休止した
貨幣は「あらゆる資本の運動に役立ち得る一般的なる，共通的なる形態である」。貨幣形態にある資
本は，生産資本，商品資本と異なり，種々の資本の運動の特殊性，生産過程や商品の使用価値的制
約から解放されることができ，他の資本の運動に必要な貨幣の機能にいわば転用きれうるわけであ
り i資本の種々なる具体的な運動を資本家社会的に結合する」ことになる。遊休状態にある貨幣資
本は，あらゆる商品に対する一般的な購買力として「一般的なる，共通的なる」存在であるが，個々
の産業資本によって，また個々の産業資本家の判断によって遊休期間を異にする特殊偶別的な存在
でもある。産業資本における遊休貨幣資本は，このような二面的性格をもつものとして，また商品
としての貨幣に転化しうるものとして i信用制度の一般的な基礎」と考えることができるわけであ
る。(未定)
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